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仮想統合解析手法を用いたビッグデータ利活用プラットフォーム 
構築事業 
公益社団法人関西経済連合会 
（国立循環器病研究センター、田辺三菱製薬株式会社、日本ユニシス株式会社） 

事業概要 

 従来、健康・医療等のパーソナルデータを１つのデータベースに生データ（匿名加工データ含む）として集約する手法は、
個人同意を新たに取得する必要性等からデータ提供者（企業）の抵抗感が強く、複数企業のデータ提供によるビッグデー
タ化が困難だった。 
 本事業では生データを組織内で解析し、その結果である統計データを集約（仮想統合）した仮想ビッグデータ化を実現。 
仮想統合ビッグデータを利活用した新商品・サービス創出の可能性を幅広い企業や研究機関による検証や企業の業務デー
タ等パーソナルデータ以外のデータも集約し解析を行い、新商品・サービス創出の可能性を検証する。 
 また、将来のライフコースデータを一元的に取扱うオープンネットワークプラットフォーム（データハブ拠点）形成に向け、   
データ提供者やサービス事業者、システムベンダー等が容易に参入できるプラットフォームの要件整理を行う。 

事業モデル 

 主に企業が保有する健診、レセプトデータ等のパーソナルデータを自組織内で解析し、その結果を統計データとして収集 
（仮想統合）することでビッグデータ化し、それを用いた新商品・サービス創出の可能性も踏まえたプラットフォーム化の   
可能性を検証する。 

データ利用イメージ 

※提供料、利用料は 
 実サービスの展開を 
 踏まえて今後、設定予定 

例１）類似症例（被保険者）検索システム 

大量の蓄積された健保情報から類似群を検索し、 
他の症例群との統計量の比較や統計的検定をする 
ことで、対象の被保険者の疾患発症予測や施策  
効果予測が期待される。 

例２）疾患マーカー探索サービス 

対象のケース群（例：精神疾患を罹患）とコントロール
群（例：正常者）の間で、生活習慣情報、健保情報、
勤怠情報等から、疾患マーカーとなる因子（例：残業時
間40時間超）を探索するサービスの展開が期待される。 
 
例）月残業40時間を年５回超えると精神疾患を罹患し易い…等 
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仮想統合解析によりビッグデータ化された統計データを用いて新たな商品・サービスの創出の可能性を検証する。 
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【データ種類】 
・健康診断データ 
・レセプトデータ 
・各種業務データ 等 

【プラットフォーム構築検討】 
 日本ユニシス 

仮想統合センターサーバで
提供されるAPIライブラリを
様々なサービスに応用 



本事業での実施事項 期待効果 

１．複数企業の健康・医療データ等を仮想統合した活用検証 
  ➡複数企業の実データを用いたデータ解析、ポリシー、運用の 
       検証 
２．複数のベンダーが参画したデータ量が豊富なプラット 
      フォームの構築検証 
  ➡マルチベンダーに対するプラットフォーム機能、運用、ポリシー 
       の検証 
３．サービス事業者による統計データを活用したビジネスモデ 
      ルが描けるかの検証 
４．統計情報によるデータ提供・取得手法・容易性の検証 
  ➡個人同意手法・内容等の検証 

 

仮想統合解析によりビッグデータ化された統計データを用いた 
新たな商品・サービスの創出の可能性が考えられる。 
【解析例 （概念）】 
１．十分なサンプル数を担保した上、レアケースの解析を実現 
２．企業間、異業種間、同業種間での比較解析を実現 
３．パーソナルデータを介した企業固有データ間の関連解析 
      を実現 
【サービス展開例】 
・類似症例検索サービス 
・医療費予測、保険事業介入効果シミュレーションへの応用 
・働き方改革評価および施策立案 
・先制医療への活用（疾患マーカー検索） 
・くすりの使い方プロモーション（薬のポジショニング） 
  

今後のスケジュール 

本事業にご協力いただける、以下のような事業者を希望する。 

 【データ提供者】・・・・・健康・医療データ、各種業務データを活用した健康経営に繋がる多角的な分析を検討している企業 
 【基盤運営者】 ・・・・・仮想統合プラットフォームの運営者として参入を検討いただける企業 
 【データ利用者】 ・・・・ 健康・医療関係データを活用した健康・医療・介護・食品等の新たなビジネスを検討している企業 

ビジネスパートナー募集 

2018 2019 2020 2021 

2018年度は本事業において、複数企業データの仮想統合、プラットフォームの検討、ビジネスモデルの検討等を実施する。 
次年度以降は、仮想統合データプラットフォームの構築を計画（併せて自立運営に向けたデータハブ拠点設立準備）し、 
４年後にはライフコースデータを一元的に取扱うデータハブ拠点として、社会に必要なデータ共有基盤となることを想定している。 

【データハブ拠点設立に向けた準備】 
○仮想想統合プラットフォームの検討深掘り 
 ・データ数、データ種類、ＰＦ参画企業の拡大 
 ➡ＰＦ事業の自立化  
 
 
 
 
 
 

○先行する他の事業との連携 
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保有する国保データと社保
データの連携により精度の 
高い分析が可能  
⇒健康行政、 
  医療費抑制、 
  住民サービス向上 

○個人同意不要の解析手法
により研究対象・範囲が拡大 
⇒研究促進、機会創出 
○産学連携でのビジネス創出 
○共同研究推進  
○健康経営の支援・監修 

ﾛｰｶﾙAPI 

Ｂ機関 

・・・・ 
医療データ等 

自治体・行政 

Ｄ自治体 

・・・・ ・・・・ 

解析結果（統計データ） 

学童健診 
予防接種 
母子手帳等 

解析 
エンジン 

解析 
エンジン 

解析 
エンジン 
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○生データを組織外に持ち出すことなく容易に利活用できる道筋をつけ、複数 
   企業の参画によるビッグデータ化を推進。 
○データ量の拡大のみならず、企業等が有する各種データを拡大・組合わせる
（例：健康・医療×勤怠×マーケティング）ことで、研究利用のみならず、 
  収益性のある新たな商品・サービスを開発（複数事例）。 
○サービスおよびデータ提供に料金を設定することでプラットフォームを自立化。 

 

○オープンネットワークプラットフォームにより、データ提供者、システムベンダー、サービス事業 
  者の参画が容易になり、サービス創出の量・幅ともに大幅に拡大。 
○データハブ拠点事業法人（仮）を設立し、他のデータ基盤（例：匿名加工、自治体      
   データ等）と連携しながら、ライフコースデータを一元的に取り扱う基盤に発展。 

社会的波及効果（展開可能性） 

社会的波及効果（展開可能性） 

統計データ提供／サービス処理 
（API組合せ) 
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【重要成果指標】 

○参加企業数 
 ・サービス提供（検討）企業数 
 ・データ提供企業数 
 ・ＰＦ参加企業数 

○データハブ 
 拠点事業法人設立 
 
ライフコースデータを 
一元的に取扱うデータ 
ハブ拠点事業法人に 
よるプラットフォーム運営 

仮想統合プラットフォーム 

センターAPI 
(APIライブラリ） 

センターAPI 
(APIライブラリ） 

○データ数 
（データ提供元・解析前） 
○サービス開発・提供数 

仮想統合解析手法を 
用いたビッグデータ利活用 
プラットフォーム構築事業 

 
複数企業のデータ統合 

プラットフォームの検討 

データ利活用 
ビジネスモデル検討 

データ提供手法検討 

2・3年後のイメージ 4年後のイメージ 

解析エンジン 
 
 

ローカルAPI 

解析エンジン 
 
 

ローカルAPI 
解析エンジン 

 
 

ローカルAPI 

解析指示 解析指示 

解析結果 
（統計情報） 

解析結果 
（統計情報） 

解析結果 
（統計情報） 

  

○
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化 

○
参
画
企
業
の
拡
大 

○
デ
ー
タ
量
・
種
類
の(

分
野
横
断)

拡
大 


